
NPO法人こんぶくろ池自然の森 2026年度　定例活動報告書
 実施日時： （日） 9:00～12:00

天候： 曇り後晴れ
報告者：　 上田・中川  望

項番 作業内容 従事
人数

1 伐木及び搬出 １２名

園内の倒木や危険木のチェーンソーを使用しての伐採＆玉切りを行うと共に、園路脇に仮保管していた

玉切り後の丸太等を一部は森林奥に移動させ、一部は園外に運び出しました。

 

2 ノジトラノオエリアのススキ、ササの手刈り １１名

「草地」を維持しているノジトラノオエリアで、ササやススキの勢力を弱めるため刈込を行いました。

 

 

 

 

ノジトラノオ トモエソウ

3 クヌギ幼木の移植

工事予定地に生えたクヌギの幼木 ４名

を、ナラ枯れ被害木伐採に伴って
開けた林内へ移植。

ブナ科クヌギ

　 落葉広葉樹。雑木林の代表的な樹種。

樹液にカブトムシなどが集まります。

薪炭やシイタケ栽培の原木、樹皮は

薬用としても利用。

  

4 クサノオウの移植  ３名

東側道路予定地内に生えた株を、

ノジトラノオエリアへ移植。

ケシ科クサノオウ

当園では東側道路沿いのみで生育を

確認。一年草。古くから薬用に供され

た。黄色い乳汁が皮膚に触れると、

炎症を起こすことがあるので要注意。

  

 

参加者　　３０名　　（　会員　２９名　　　サポーター　１名　）

5月24日

本日は活動開始時は曇り空であり、気温もそれほど上がらなかったので、森林内での活動でもそれほど暑さに悩
まされることはありませんでした。本日もサポーターとして千葉大学院生のＳさんが参加くださり、総勢３０名でし
た。　活動内容は、①伐木及び搬出、②ノジトラノオエリアのススキ・ササの手刈り、③クヌギ幼木の移植、④クサノ
オウの移植、⑤チョウのモニタリング調査、⑥公園名板資材の準備と西側駐車場用表示板の製作、⑦フジ棚の
刈込み、⑧自然観察、等々でした。



項番 作業内容 従事

人数

5 チョウのモニタリング調査 ５名
曇天のもとで開始しましたが、最後は
は晴れに。９種14頭を確認。

ダイミョウセセリ
 

ヒメジャノメ ヒメウラナミジャノメ

6 公園名板資材の準備と西側駐車場用表示板の製作 ２名

前回に引き続き公園名板資材
の準備を行うと共に、西側駐車
場用の表示板製作を行い
ました。

7 フジ棚の刈込み １名

開花時期が過ぎ、枝葉が伸長してきたフジ棚の
刈込みを行いました。

8 自然観察

クララとキムネクマバチ ミズイロオナガシジミ アカサシガメ

ヒメジャノメ 3

コジャノメ 2

イチモンジチョウ 2

ルリシジミ 1

ヒメウラナミジャノメ 2

ダイミョウセセリ 1

ウラゴマダラシジミ 1

キタキチョウ 1

アカボシゴマダラ 1

合計 14


